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平成16年３月に沖縄ブロック社会資本整備重点計画が策定され、沖縄県全体の社会基盤整備の方向性

が示されたところです。この社会基盤全体の整備の方向性においては道路事業も位置づけられており、そ

の進め方について掲載されております。 

この「2003/2004 沖縄における道路行政の達成度報告書／業績計画書」は、道路事業を対象として、

沖縄ブロック社会資本整備重点計画に基づき、成果主義を基本としながら作成しています。平成14年度

沖縄地方道路懇談会で提言された内容と沖縄ブロック社会資本整備重点計画（道路行政の達成度報告書／

業績計画書）との関連は、以下に示すとおりです。 
 
 
 
 

 

 

２．沖縄ブロック社会資本整備重点計画との関連 

 

連携を強化し、交流を促進する道づ
くり 

都市部の交通渋滞を緩和する道づ
くり 

観光を支援し、環境を保全・創造
する道づくり

安心で安全な暮らしを実現する道
づくり

ゆとりある個性豊かな地域を創出
する道づくり

道路行政の転換 

１．自立型経済の構築と持続的発展を
支える基盤づくり 

２．安全・安心な生活の確保と災害に
強い県土づくり 

３．沖縄特有の豊かな自然環境の保
全・創出 

４．特性を活かした安らぎと活力あ
る地域づくり 

沖沖縄縄ブブロロッッククのの社社会会資資本本整整備備重重点点計計画画（（計計画画期期間間：：ＨＨ1155～～ＨＨ1199）） 

社会資本整備重点計画とは・・・ 
◆従来の事業分野別（9 分野）の 5 ヶ年計画を一つにまとめた新たな公共事業計画（地方

ブロック別に策定）。 
◆国民が受ける便益について、成果目標（アウトカム目標）を設定。 

提言１ 
連携・交流を支える幹線ネットワークの形成

提言３ 
貴重な自然環境との調和 

提言４ 
人に優しい安全で安心な暮らしの創出

提言７ 
県民参加と道路行政の転換 

提言５ 
個性豊かな地域づくりとの連携 

提言６ 
観光への支援と沖縄らしい景観の保全・創出

Ｈ14道路懇談会提言 

Ｈ14 道路懇談会提言とは・・・ 
◆平成 13 年度から沖縄地方道路懇談会を

設置し、県民ニーズをもとに学識者を中
心としたメンバーにより出された提言。

提言２ 
都市部の交通渋滞の緩和 

基本理念『みんなで築く美ら島・うまんちゅの道づくり』




